
第2部 土塩･新井 13人

第1部 上増田 15人

17人

第１４団　細野地区
正副分団長

第１３団　九十九地区
正副分団長 第2部 国衙･小日向

八城･行田 15人

第1部 下増田･高梨子 19人

第１２団　西横野地区
第2部 二軒在家 18人

正副分団長、正副ﾗｯﾊﾟ長
第3部

第１１団　坂本地区
第1部 坂本・原・入牧 26人

正副分団長

第1部 人見 10人

第１０団　臼井地区
正副分団長 第2部 五料 12人

15人

第1部 横川 18人

第1部 新堀 11人第９分団　松井田地区
正副分団長 第2部 松井田

副団長 正副分団長
第3部 上後閑 13人

11人
第８分団　後閑地区

第2部 中後閑 10人

安中市長 団長 第3部 東上秋間 15人

副団長
第1部 下後閑

第2部 中秋間 15人
正副分団長

副団長 正副分団長

第1部 下秋間 13人

副団長
第７分団　秋間地区

第６分団　板鼻地区
第1部 板鼻 16人

正副分団長
第3部 大谷 9人

第1部 岩井 9人
第５分団　岩野谷地区

第2部 野殿 14人

上間仁田 14人正副分団長
第4部 下間仁田 9人

第2部 鷺宮 14人
第４分団　東横野地区

第3部

登城 12人

第1部 中野谷 12人

第1部 鉱泉地 17人第３分団　磯部地区
正副分団長 第2部

第3部 八本木 17人

第２分団　原市地区
第2部 嶺・郷原 13人

正副分団長

第1部 原市上町 17人

第１分団　安中地区
正副分団長 第2部 谷津 12人

組織され、地域の実情に応じた体制が維持された。
　消防団は、「自らの地域は自らで守る」という精神に基づき、消火・防災活動はもとより、平常時
の啓発活動など幅広い分野で地域防災の要として重要な役割を果たしているが、消防団を取り巻く社
会環境も大きく変化し、就業構造の変化、住民意識の変容等に伴い、昼間出場できる団員の減少、団
員のサラリーマン化等さまざまな課題に直面している。

（２）組織　　（定員545人）
第1部 中宿 14人

安中市消防団

（１）沿革 （令和７年４月１日現在）
平成の大合併により平成18年3月18日旧安中市と旧松井田町が合併し、新安中市が誕生すると同時

に安中市消防団設置条例を制定して、現在の安中市消防団が発足した。
　合併当時、1本部、14分団、36部、団員数545人で消防ポンプ自動車22台、小型ポンプ積載車20台で
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